たかと いうので、 読者 採点 を 募集した。 その 結果、 こ 

の 『キド 効果』 は 断然 一等になる かと 思いの外、 断然 

すくな 

ピリに 落ちた。 これに は 尠からず 悲観した が、 僕 は 

今 も 尚， ，- の 作に つ いて 自信 を 持 つてい る。 

『らんぶ や 御難』 は 「拓け ゆく 電気」 に 書いた もの。 

ひきん 

これ は 卑近な 生活の 中に、 科学 を 織り こんだ もので、 

これ また 一 つの 型 だと 思って いる。 

『百年 後の 世界』 は 人民から 「子供の 時間」 に 全国 中 

継で 放送した ものの 原稿で ある。 空想に 終始した もの 

こうとうむけい 

であって、 荒唐無稽 である こと はいう まで もない が、 

科学に 趣味 を 持つ 者に とって、 このような 表題に つい 



を 書く つもりで ある。 では どんな もの を 書く か。 その 

答 はこ こに は 書かないで、 小説の 形に した 上で 諸君に 

答えようと 思う。 

科学 小説 を 大いに 隆盛， ^にしたい。 僕 一人の 力 だけ 

では 到底 どうなる わけの もので はない。 有力に して 天 

分 有る 隠れた る 作家が 多数 現われ、 そこに 科学 小説 壇 

という もの を 作り、 お 互いに 研究し 合い、 刺戟し 合い 

して こそ、 始めて 意義 あり 且つ 甚大なる 発展が 期待 さ 

せっちょ おおやけ 

れ るので ある。 僕 はこの 拙著 を 公 にす るに 際して、 

この 事 を 敢えて 本格的 科学者の 一 団に 向い、 声 を 大き 

くして 叫びた く 思う 者で ある。 



底本- 「海 野 十三 全集 別巻 ー 評論 • ノン フィ クシ ョ 

ン」 三 一 書房 

1991 (平成 3) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「地球 盗難」 ラヂォ 科学 社 

1937 (昭和に) 年 4 月 5 日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

》 「海 野 十三 全集 別巻 2」 (三 一 書房) の 「作品 目録」 

では、 「三角形の 秘密」 は 「三角形の 恐怖」 となって い 

ますが、 底本の ままと しました。 
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校正 ： 土屋隆 
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2 OO00 年 5 月^日 修ノ王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



